
 

 

 

 

 

 

威風堂々と巣立った卒業生達         北海道えりも高等学校 校 長  佐 藤   健                                

町民の皆様方、平素より大変お世話になっております。北海道えりも高等学校は３月１日全日制第３２回卒業式で３７名の卒業

生をそれぞれの進路に送り出しました。 

今年の卒業生はここ１年以上続いたコロナ禍だけでなく、教育改革や情報化など様々な変化の要因が重なる試練を乗り越え、卒

業していきました。知識の活用の重要性が叫ばれる中、１年時では探究学習発表会やビブリオバトル、２年時で地元の多くの有識

者の方々の協力を得て実施した地域探究学習等の探究活動に初めて取り組み、ユニークな発想やプレゼンが随所で展開され、互い

に大いに学び合うことができました。３年時では世界的コロナ禍の影響で生活は一変し、様々な行事は中止、就職試験も１ヶ月延

期、合わせて大学入試システムの変更など、何もかも大変な中で進路の準備を進めました。生徒は後ろ向きにならず、担任の先生

をはじめとする指導の下、全身全霊で成長を遂げ、次々と進路実現を果たしていきました。 

 卒業生達は誰からも教えてもらえない、誰も通ったことの無い多くの道を歩んできましたが、ためになると感じたことは何でも

素直に受け入れ、限られた条件で自分達に出来ることを地道に積み重ね、出来ることを増やしました。それは卒業生達のとても素

晴らしい所でした。 

卒業生は今後益々変化する社会の中で、答えのない問いに満ちた世界の中に入っていくことになりますが、「想像力」と「表現

力」、そして「諦めない」心を大切にし、常に探究心を持ち人生を描き出すのは自分達だと自覚して、夢に向かって進んでいって貰

いたいです。「敬愛・英知・健康」の校訓の下、何事も直向き前向きに努力を重ね、三年間に渡る本校の教育課程の全てを修了した

卒業生達には、素晴らしい未来が開かれると信じています。 

 四月からは、在校生が先輩達の思いを受け継ぎながら、え

りも高校の新たなページを刻むこととなります。卒業生に

は、後輩の活躍を見守り、またお世話になったえりも町に対

し感謝の気持ちを忘れず、様々な立場からふるさとに励ま

しの声を送って欲しいと思います。 

卒業の報告のむすびにあたり、今年の卒業生は特に探究

活動等、町民の皆さんにご支援いただく機会が多かった学

年でした。また、大西町長様の計らいでえりも町より特別に

記念品を賜りました。お世話になった町民の皆様方に、この

場を借りて厚く御礼申し上げます。 

（絵 佐藤校長作 「日高の山麓に輝く」 試練を乗り越えた 

卒業生達全員に激励のポストカードが贈られました） 

４月の行事予定 

８日（木） 始業式・着任式・入学式 20日（火） 尿検査（一次） 

９日（金） 服装頭髪指導 22日（木） 内科検診（１年生） 

12日（月） 対面式  ＰＴＡ総会・懇談会 

13日（火） 身体測定 23日（金） 全校集会・壮行会 

14日（水） 一斉委員会 内科検診（２・３年生） 27日（火） 前期生徒総会 

15日（木） ＰＴＡ三役会 28日（水） 普通救命講習（３年生） 

19日（月） 進学相談会（２・３年生 於帯広） 30日（金） 一次救命講習（１・２年生） 
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第 32回 卒業証書授与式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月１日（月）、第32回卒業証書授与式が行われました。保護者、在校生出席のもと、37名の卒業生は堂々と卒業証書を

受け取りました。式中、卒業生代表による答辞では、今まで支えてくれていた両親や先生、後輩や仲間への感謝の気持ちや

「日々に誇りを持ち、毎日に意味を持って過ごし、明るい未来になるように進んでいきます」と決意を述べてくれました。 

高校最後のホームルームは、新型コロナウイルス感染症の影響で教室には保護者は入ることはできませんでしたが、ホー

ムルーム後に、体育館に全員集まって卒業生主体の催し物が行われました。卒業生は家族への感謝の気持ちを伝えるなど、

心温まる会になりました。 

保護者の皆様におかれましては、３年間、本校の教育活動に多大なるご理解、ご協力をいただきましたことに感謝申し上

げますとともに、卒業生のますますのご活躍を心よりご祈念いたします。 

3学年進路決定状況 

【進 学】 

＜国公立大学＞ 札幌医科大学 札幌市立大学 公立千歳科学技術大学  秋田大学 

＜私立大学＞  北海学園大学（２名） 天使大学 札幌大学 北海道情報大学 札幌学院大学 北海道千歳リハビリテーション大学 

＜短期大学＞  北翔大学短期大学部 

＜専修学校＞  

北海道製菓専門学校 大原簿記情報専門学校 北海道情報専門学校（２名） 札幌こども専門学校 札幌医療秘書福祉専門学校  

光塩学園調理製菓専門学校 経専北海道保育専門学校 北海道医療センター附属札幌看護学校  北海道ハイテクノロジー専門学校 

北海道介護福祉学校 

＜各種学校＞  北海道立漁業研修所 

【就  職】 

＜えりも町＞  えりも漁業協同組合（３名） 

＜管  内＞  日高信用金庫（浦河）  株式会社看るの会（浦河） 

＜道  内＞   

株式会社ノアコンツェル（札幌） 株式会社モロオ（札幌） 株式会社エフプレイン（札幌） ネッツトヨタ札幌株式会社（札幌） 

株式会社北海道中央牧場（北広島）株式会社柳月（音更） 株式会社大西洋行（帯広） 

＜道  外＞  株式会社山岩 (大阪) 

今年度異動される教職員 

・佐藤  健 校長 北海道檜山北高校へ       ・谷内 敏高 教諭（数学） 北海道札幌国際情報高校へ 

・伊藤 康之 教諭（数学） 北海道中標津高校へ   ・諏訪 俊貴 教諭（英語） 北海道苫小牧総合経済高校へ 

・米澤 史裕 教諭（商業・情報） 北海道岩見沢緑陵高校へ  

・鈴木菜緒香 養護教諭   退職 

 


